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11:00–18:00



矢野義憲 展

注意事項
・作品のご購入は抽選制とさせていただきます。
・投票期間内にご希望の作品にご投票いただき、
当選した方には後日ご連絡をさせていただきます。
・作品のご購入（ご投票）には点数制限を
設けさせていただく場合がございます。
・ご投票の状況によっては、オンラインショップに
作品を掲載する場合がございます。
・複数の作品にご投票いただけますが、
ご購入の意思があるもののみにご投票ください。
・基本的に作品は会期終了後のお渡しになる予定です。
（発送の場合は別途送料をいただきます）
・作品のご購入は先着順ではないため、
前日や早朝からの待機はご遠慮ください。

ももぐさカフェ
ももぐさカフェは常設メニューの軽食と
お飲物のご用意です。
12:00–18:00 (L.O 17:30)
メニュー・席の予約不可

スケジュール
4.30 tue– 5.2 thu 展示替えのため休廊
5.3 fri– 5.6 mon one room exhibition
  “momogusa sarong”
5.7 tue– 5.10 fri 展示替えのため休廊
5.11 sat– 5.19 sun one room exhibition
  オカベマサノリ展
  （5.14 tue 休廊）
5.20 mon– 6.3 mon 常設展（火/水休廊）
6.4 tue– 6.7 fri 展示替えのため休廊
6.8 sat– 6.9 sun 台湾大茶会  
6.10 mon, 11 tue 休廊
6.12 wed– 6.16 sun 茶道具展

ギャルリももぐさ
〒507-0013 岐阜県多治見市東栄町2-8-16
tel. & fax. 0572 21 3368
https://www.momogusa.jp
多治見ICより車で10分 / 多治見駅よりタクシー 12分
（JR多治見駅より東鉄バス13分「高田口」下車1km）

矢野義憲
1973 東京都生まれ
1998 スウェーデン エーランダ島の手工芸学校カペラガーデンに留学
2000 木工造形作家の元で指導を受け制作を始める
2003 福岡県糸島市　自宅に工房を構える

沼から抜けて
大きな荷物が届いたのですぐさま開封して取り出し、その存在感にドゴン族の木桶の
ようだと驚いた。同梱されていた手紙に、タブの木で作ったと書いてあった。矢野君、
抜けたなと思った。
　「抜ける」は褒め言葉である。作家を続けていると初心の創る喜びや描く喜びを忘
れ、作風への執着、自己表現や評価などの沼にはまっていく。僕は常々、抜けたいと思
っているのだ。ドゴン族の造形や、日本の古い土器や雑器に触れていると救われた気
がするのは、作り手がモノと一体化していて、沼の存在など微塵も感じられないからだ。
矢野君の作品を見た瞬間、ドゴン族の造形に似ていると感じたのは表層的なもので
はなく、自然との共存と畏怖の念を感じさせる「自己」の抜け具合の良い作品だった
からだろう。
　人と自然との関わりについて的確な説明を新聞に見つけたので引用したい。李禹
煥さんが坂本龍一について語ったものである。李さんはモノ派の代表的な作家で、坂
本さんはモノ派を気にしていたとか。
　「自分の言葉の拡大だけでは大したことはない。それは了解事項に過ぎない。了解
できない部分、届かない部分とぶつかる時に出てくる音の方がもっとすごいと気がつ
いた」と言う坂本さんの言葉に対し、
　『よく「自然と一体となる」といいますが、それは言葉のあやで、なかなか一体化する
ものではありません。自然の音がどんなに良くても、自然そのものには入り込めない。
引き寄せたり、遠のかせたり、一種の駆け引きがそこに起こるのだと思うのです。「自
分でないものがある」ことに気づくと、とても面白くなる。そして自分よりもっと大きな
ものがあることを知ると謙虚になります。（中略）アートも人間に根を持つようにすべき
ではなく、自然に根を持つようにしなければならない。それは坂本さんと同じ考えでし
た。彼の晩年のコンサートを聴いたとき、もうほとんどその音は音符通りの演奏ではな
くて「自分の手とピアノとの間で起こっている出来事」のような感じでしたね』（李禹煥・
朝日新聞/20240311）
　自然に対して埋没と客観を同時に行っているような内容だが、納得できる。木塊を
前に矢野君も同じ境地だろう。今展は特に楽しみである。

2024.4.13 SAT–4.29 MON
11:00–18:00
休廊日 4.16 tue, 4.24 wed
作家在廊日 4.13 sat
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